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一
、
は
じ
め
に

私
達
が
か
つ
て
、
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
と
聞
き
な
れ
た
国
の
支
配
民
族
は
ム

ス
リ
ム
で
あ

っ
て
も
ト
ル
コ
人
で
は
な
く
、
ト
ル
コ
帝
国
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で

は
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
教
科
書
も
近
年
で
は

「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
と
記
載
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
多
民
族
国
家

「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
に
お
い
て
支
配

民
族
が
自
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
吹
す
る
自
縄
自
縛
の
下
、
第

一
次
大
戦

に
突
入
し
、
ト
ル
コ
人
に
よ
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
ス
テ
イ
ツ
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
い
か
に
し
て
ト
ル
コ
帝
国
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
変
質
し

て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
ト
ル
コ
人
と
は
何
で
あ
る
の
か
を

「青
年
ト
ル
コ
」
の

活
動
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

注
　
本
校
で
使
用
し
て
る

『世
界
の
歴
史
』
８
１
山
川
世
Ｂ
５
７
６
で
は

「
オ

ス
マ
ン
帝
国
」
と

い
う
表
記
が
大
半
を
占
め
な
が
ら
、
３
Ｂ
政
策
の
記
述
部

（
ｐ
２
６
２
）
で
は

「
ト
ル
コ
政
府
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

二
、
ト
ル
コ
人
と
オ
ス
マ
ン
人

す
で
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
お
い
て
も
ペ
ル
シ
ア

・
ア
ラ
ブ
に
よ
る
文
化
変

容
に
よ

っ
て
、
民
族
意
識
は
ア
マ
ル
ガ
ム
的
な
文
化
認
識
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に

キ
リ
ス
ト
教
徒
子
弟
徴
用
に
よ

っ
て
高
級
官
僚
層
を
創
出
さ
せ
る

一
デ
ヴ
シ
ル

メ
」
に
よ

っ
て
支
配
エ
リ
ー
ト
に
な

っ
た
者
た
ち
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を

「
ト
ル
コ
人
」
と
意
識
す
る
余
地
は
な
く
、
オ
ス
マ
ン
に
属
す
る
も
の
と

し
て

「
オ
ス
マ
ン
ル

（オ
ス
マ
ン
人
）
」
と

い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。
「
ト
ル

コ
人
」
と
は
無
知
な
ア
ナ
ト
リ
ア
の
農
民
な
い
し

「
土
百
姓
」
「
土
民
」
と

い

う
侮
蔑
的
表
現
で
あ

っ
た
。
例
え
ば

一
七
世
紀
の
コ
チ

ュ
＝

ベ
イ
の

『
ト
ル

コ
語
年
代
記
』
で
イ

ェ
ニ
チ

ェ
リ
の
不
満
の
な
か
で
ト
ル
コ
人
と
い
う
語
が
出

て
く
る
ｃ

「
ト
ル
コ
人
、
ジ
プ
シ
ー
…
、
騎
駐
乗
り
、
荷
運
び
人
夫
、
追
剥
ぎ
す
る
者
」

ま
た
ハ
レ
ト
＝
エ
フ
ェ
ン
デ
イ
ー
は
パ
リ
に
赴
任
し
た

一
八
ｏ
二
年
に
フ
ラ
ン

ス
人
に

「
ト
ル
コ
人
の
大
使
」
と
呼
ば
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

さ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ

つ
て
欧
州
中
に
ひ
ろ
が

っ
た

「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ

ム
」
と

一
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
嵐
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ

な
か

っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
き

つ
か
け
に
成
立
し
た
ム
ハ
ン

マ
ド
＝
ア
リ
ー
王
朝
は
自
立
性
を
強
め
、
ま
た
ア
ラ
ブ
民
族
が
帝
国
か
ら
分
離

す
る
先
駆
け
と
し
て
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
は
聖
地
を
占
領
し
オ
ス
マ
ン
朝
ス
ル
タ

ン
を
異
端
者
と
し
て
挑
戦
状
を
突
き
付
け
た
。
ま
た
バ
ル
カ
ン
半
島
で
も
ギ
リ

シ
ア
の
独
立
を
は
じ
め
ミ
ツ
レ
ト
制
は
少
数
民
族
の
モ
ザ
イ
ク
に
分
解
し
て
い

っ
た
。
当
初
は
新
し
い
忠
誠
心
と
帰
属
意
識
を
作
り
出
し
て
い
く
パ
ト
リ
オ
テ

ィ
ズ
ム
は
支
配

エ
リ
ー
ト
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た
が
、
非
ム
ス
リ
ム
の
賛
同
は
得

ら
れ
ず
、
「瀕
死
の
病
人
」
と
し
て
列
強
に
よ

つ
て
浸
食
さ
れ
て
い
つ
た
。

「西
洋
の
衝
撃
」
に
対
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
で
も
主
体
的
に
近
代
化

・
西

洋
化
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
「
ニ
ザ
ー
ミ

・
ジ

ェ
デ
ィ
ー
ド
」
を
進
め
よ

う
と
し
た
セ
リ
ム
三
世
は
イ

エ
ニ
チ

エ
リ
軍
国
の
反
対
に
よ

つ
て
死
に
追
い
や

ら
れ
た
が
、　
一
八
二
六
年
彼
の
意
思
を
継
い
だ

マ
フ
ム
ト
ニ
世
が
激
し
い
市
街

戦
に
よ
つ
て
イ

エ
ニ
チ

エ
リ
軍
団
を
虐
殺
し
軍
事
改
革
を
行

っ
た
。
ま
た
続
く

一
八
三
九
年
ア
ブ
デ
ュ
ル
メ
ジ
ト

一
世
の
ギ
ュ
ル
ハ
ネ
勅
令
に
よ
っ
て
始
ま
る

タ
ン
ジ
マ
ー
ト
に
よ

っ
て
国
政
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
莫
大

な
国
庫
金
を
投
入
し
て
も
、
そ
の
果
実
は
欧
米
人
と
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
や
ア
ル
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メ
ニ
ア
人
な
ど
の
業
者
だ
け
が
受
け
取
り
、
そ
の
反
面
ム
ス
リ
ム
が
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
に
成
長
す
る
道
は
塞
が
れ
て
い
た
。
帝
国
や
ス
ル
タ
ン
に
対
す
る
不
満
は
、

買
弁
商
人
と
し
て
利
益
を
博
す
る
非
ム
ス
リ
ム
ヘ
の
民
族
問
題
に
す
り
替
え
ら

れ
、
ク
レ
タ
の
ギ
リ
シ
ア
人

へ
の
圧
迫
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
抑
圧

・
虐
殺
が
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
つ
た
。

三
、
青
年
ト
ル
コ
人

一
八
七
六
年
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
ニ
世
が
即
位
し
、
ミ
ド
ハ
ト
憲
法
が
制
定

さ
れ
る
が
、
翌
年
の
露
土
戦
争
に
よ

っ
て
憲
法
は
停
止
さ
れ
、
イ
ス
テ
ブ
タ
ー

ト

（専
制
）
が
復
活
す
る
。
ス
ル
タ
ン
は
危
機
打
開
の
た
め
上
か
ら
厳
密
に
統

制
し
た
汎
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を
政
策
と
し
て
採
用
し
、
こ
の
た
め
ス
ル
タ
ン
＝

カ
リ
フ
制
の
伝
説
を
強
調
し
て
い
く
。

こ
の
イ
ス
テ
ブ
タ
ー
ト
を
打
破
し
て
い
く
た
め
に
、　
一
人
八
九
年
軍
医
学
生

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
＝
テ
モ
に
よ

っ
て

「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
が
つ
く
ら
れ
る
が
、

彼
は
ト
ル
コ
人
で
は
な
く
ア
ル
バ
ニ
ア
系
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
パ
リ
で
開
か
れ

た
青
年
ト
ル
コ
人
会
議
で
議
長
を
し
た
サ
バ
ヒ
ッ
テ
ィ
ン
公
は
民
族
の
主
体
性

を
認
め
た
地
方
分
権
を
主
張
し
て
い
た
。
か
つ
て
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
な

「青

年
ト
ル
コ
党
」
と
い
う
団
体
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
離
合
集
散
し
た
運

動

・
結
社
の
総
称
が
青
年
ト
ル
コ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
近
年
で
は
教
科
書
の
記

載
も
青
年
ト
ル
コ
人
と
な

っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
青
年
ト
ル
コ
人
と

「
統

一
と
進
歩
委
員
会
」
を
同

一
視
し
、
そ
の
政
策
が
ト
ル
コ
人
至
上
主
義
と

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
記
述
は
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

　

『世
界
の
歴
史
』
８
１
山
川
世
Ｂ
５
７
６

（
ｐ
２
５
８
）

日
露
戦
争
で
立
憲
制
日
本
が
専
制
国
家
ロ
シ
ア
を
打
ち
破

っ
た
こ
と
に
影
響

を
受
け
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
人
は
ミ
ド
ハ
ト
憲
法
と
門
閥
打
破
に
よ

っ
て
日

本
の
よ
う
な
国
家
改
造
を
断
行
で
き
る
と
信
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
イ
ブ
ラ
ヒ

ム
＝
テ
モ
は
逮
捕
さ
れ

「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
は

一
八
九
七
年
に
は
壊
滅
状

態
と
な

っ
て
い
た
が
、
サ
ロ
ニ
カ
で
つ
く
ら
れ
現
役
軍
人
に
根
を
は

っ
た
秘
密

結
社

「自
由
」
が

「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
に
改
名
す
る
。
こ
の
結
社
が

一
九

〇
八
年
に
革
命
を
起
こ
す
が
、
こ
の
と
き
に
は
少
数
民
族
も
権
利
拡
大
を
規
定

し
た
憲
法
の
復
活
を
歓
迎
し
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
も

一
時
停
止
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
新
た
な
専
制
と
汎
ト
ル
コ
主
義

革
命
の
ニ
ュ
ー
ス
は
諸
外
国
に
衝
撃
を
与
え
た
。
特
に
ボ
ス
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ

リ
ア
は
名
目
上
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
で
あ
り
、
議
員
選
出
を
求
め
ら
れ
る
と
統

治
権
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
前
者
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
併
合
さ
れ
、
後

者
は
完
全
に
独
立
し
た
。
革
命
の
影
響
は
ま
ず
領
土
喪
失
と
し
て
現
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
ヴ

ェ
ー
ル
を
外
し
た
女
性
に
腹
を
た
て
る
ム
ス
リ
ム
純
粋
主
義
者

や
保
守
派
に
よ

っ
て

一
九
〇
九
年
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
暴
動
が
起
こ
さ
れ
る
。
打

ち
続
く
内
外
の
危
機
に
革
命
の
中
心
で
あ

っ
た

「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
は
鎮

圧
と
排
除
で
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
や
地
方
分
権
主
義
は
次
第

に
否
定
さ
れ
ト
ル
コ
民
族
主
義
が
主
流
に
な

っ
て
い
く
。
折
し
も
ロ
シ
ア
で
権

利
拡
大
を
目
指
し
て
戦

っ
て
挫
折
し
た
ト
ル
コ
系
革
命
家
達
が
、
青
年
ト
ル
コ

の
革
命
に
理
想
を
求
め
亡
命
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
汎
ト
ル
コ

主
義
は
肥
大
化
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
止
ま
ら
ず
、
ロ
シ
ア
そ
し
て
中
国
に
い

た
る
ユ
ー
ラ
シ
ア

一
帯
に
ま
で
そ
の
民
族
の
概
念
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
の
で
あ

る
。
こ
の
過
程
で
ト
ル
コ
中
心
主
義
を
嫌
う
諸
民
族
主
義
が
帝
国
各
地
に
台
頭

し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
言
語

。
文
化
的
な
復
興
に
過
ぎ
な
い
民
族

主
義
で
あ

っ
た
ア
ラ
ブ
と
の
関
係
に
終
止
符
を
う

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九

一
三
年
の
バ
ー
ブ

・
ア
ー
リ

（大
宰
相
府
）
襲
撃
事
件
と
バ
ル
カ
ン
戦

争
で
の
活
躍
に
よ

つ
て
、
「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
内
相
タ
ラ
ー
ト

・
陸
相

エ

ン
ヴ

ェ
ル

・
海
相
ジ

ェ
マ
ル
に
よ
る
三
頭
政
治
が
始
ま
る
。
翌
年
、
親
独
の
エ
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ン
ヴ

ェ
ル
と
協
商
側
の
判
断
ミ
ス
に
よ
り
帝
国
は
同
盟
側
に
た

っ
て
第

一
次
大

戦
に
参
戦
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
汎
ト
ル
コ
主
義
は
政
治
的
に
よ
り
重
要
性
を

高
め
、
ロ
シ
ア
領
の
ト
ル
コ
系
諸
民
族
に
対
し
て
工
作
の
た
め
度
々
使
節
が
送

ら
れ
、
大
ト
ル
コ
民
族
国
家
構
想
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
の
で
あ
る
。

五
、
祖
国
防
衛
戦
争

第

一
次
大
戦
の
敗
北
に
よ
っ
て
汎
ト
ル
コ
主
義
は
力
を
失

っ
て
い
く
。
亡
命

し
た
エ
ン
ヴ

ェ
ル
が
中
央
ア
ジ
ア
に
独
立
国
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を

つ
く
る
夢
を
追

い
、
ソ
ビ

エ
ト
政
権
と
争
い
、
殺
さ
れ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
た
な
ト
ル
コ
民
族
の
概
念
が

「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
認
識
番
号
３
２
２
号

ム
ス
タ
フ
ァ
＝
ケ
マ
ル
ら
の
活
動
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
く
。

一
九

一
九
年
、
汎
ギ
リ
シ
ア
主
義
の
ヴ

ェ
ニ
ゼ
ロ
ス
を
首
相
と
す
る
ギ
リ
シ

ア
が
西
部
か
ら
進
駐
し
、
東
部
で
は
ザ
カ
フ
カ
ス
に
誕
生
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
が

虐
殺

・
圧
迫
さ
れ
た
歴
史
を
も

つ
同
胞
を
併
合
し
大
ア
ル
メ
ニ
ア
国
家
を
建
設

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
バ
ル
カ
ン
と
ア
ラ
ブ
が
失
わ
れ
た
後
、
ア
ナ
ト
リ
ア
だ

け
は
新
し
い
国
家
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
東
西
か

ら
の
ア
ナ
ト
リ
ア
の
危
機
に
帝
国
は
無
力
で
あ
り
、
抵
抗
す
る
力
は
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
者
か
ら
、
民
族
主
義
者
、
社
会
主
義
者
、
共
産
主
義
者
に
い
た
る
ま
で

様
々
で
あ
り
、
明
確
な
方
針
と
組
織
に
欠
け
て
い
た
。
こ
の
抵
抗
力
を
ア
ナ
ト

リ
ア

・
ル
メ
リ
権
利
擁
護
団
之
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
ケ
マ
ル
で
あ
る
。

東
部
戦
線
で
は
キ
ャ
ー
ズ
ム
＝
カ
ラ
ベ
キ
ル
将
軍
が
勝
利
を
収
め
、　
一
九
二

ｏ
年
ギ
ョ
ウ
リ
ュ
条
約
に
て
ロ
シ
ア
と
ア
ル
メ
ニ
ア
を
三
分
す
る
。
西
部
で
は

イ
ス
メ
ト
＝
イ
ノ
ニ
ュ
の
活
躍
に
よ
っ
て

一
九
二
二
年
に
ギ
リ
シ
ア
を
駆
逐
し

た
。
こ
の
祖
国
防
衛
戦
争
で
は
ア
ナ
ト
リ
ア
の
防
衛
で
手

一
杯
で
あ
り
、
か

つ

て
の
よ
う
な
汎
ト
ル
コ
主
義
は
意
味
を
な
さ
ず
、
ア
ナ
ト
リ
ア
と
い
う
大
地
に

根
を
は

つ
た
民
族
主
義
が
作
り
出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

六
、
ト
ル
コ
民
族

ケ
マ
ル
は
ト
ル
コ
人
か
ら
な
る
国
民
国
家
建
設
を
目
指
し
て
い
た
が
、
先
述

し
た
よ
う
に
ア
ナ
ト
リ
ア
防
衛
の
危
機
に
あ

つ
た

つ
て
抵
抗
す
る
人
々
の
立
場

は
様
々
で
あ

っ
た
。

「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
及
び
ム
ス
リ
ム
の
権
利
に

対
す
る
攻
撃
に
は
断
固
と
し
て
抵
抗
す
る
。
」
…
エ
ル
ズ
ル
ム
会
議
の
宣
言

こ
の
よ
う
に

一
九

一
九
年
時
で
は
ま
ず
ム
ス
リ
ム
と
し
て
団
結
さ
せ
た
。
ま
た

ア
ナ
ト
リ
ア

・
ル
メ
リ
ー
権
利
擁
護
団
結
成
で
は
、
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
イ
ー
教

団
を
は
じ
め
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
が
多
大
な
力
を
発
揮
し
た
。
こ
の
た
め
ナ
ク

シ
ュ
バ
ン
デ
イ
ー
教
団
の
シ
ェ
イ
フ
＝
ハ
ジ

ユ
＝
フ
エ
ブ
ズ
＝
エ
フ
ェ
ン
デ
イ

が
エ
ル
ズ
ル
ム
会
議

・
シ
バ
ス
会
議
の
常
任
委
員
の

一
人
と
な
り
、　
一
九
二
〇

年
の
ア
ン
カ
ラ
大
国
民
会
議
で
も
三
〇
人
の
宗
教
指
導
者
が
選
出
さ
れ
て
い

る
。こ

の
会
議
に
お
い
て
厚
生
大
臣
が
ト
ル
コ
民
族
性
の
維
持
の
た
め
に
健
康
と

公
共
衛
生
の
整
備
充
実
を
訴
え
た
と
き
、
チ

ェ
ル
ケ
ス
出
身
の
議
員
が
憤
慨
し

た
。

「
ト
ル
コ
に
住
む
、
チ

ェ
ル
ケ
ス
人
、
チ

ェ
チ

ェ
ン
人
、
ク
ル
ド
人
は
ど
う
な

る
の
か
。
」

こ
れ
に
対
し
、
世
俗
民
族
国
家
建
設
を
目
指
す
ケ
マ
ル
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ

と
し
か
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
ｃ

「
ト
ル
コ
人
に
つ
い
て
語
ら
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
語
ろ

う
Ｃ
」

こ
の
国
民
会
議
で
も
ト
ル
コ
人
と
い
う
概
念
は
既
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な

く
、
将
来
に
向
け
て
獲
得
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
ｃ

ト
ル
コ
人
国
民
国
家
建
設
に
際
し
て
、
複
雑
な
宗
教
と
民
族
の
モ
ザ
イ
ク
を
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解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
離
散
民
族
と
な
り
、
ク

ル
ド
人
は
単
に

「山
岳
ト
ル
コ
人
」
と
さ
れ
た
。　
一
九
二
三
年
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条

約
調
印
後

「
ト
ル
コ
の
ギ
リ
シ
ア
人
」
と

「
ギ
リ
シ
ア
の
ト
ル
コ
人
」
が
強
制

住
民
交
換
さ
れ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
送
還
さ
れ
た
ト
ル
コ
人
は
ギ
リ
シ
ア
語

を
母
語
と
す
る
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
ト
ル
コ
語
を
母
語
と
す
る
カ
ラ
マ
ン
リ
と

呼
ば
れ
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
は
ギ
リ
シ
ア
人
と
し
て
駆
逐
さ
れ
た
。
ム
ス
リ

ム
＝
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
ト
ル
コ
人
を
創
出
す
る
作
業
の
方
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

ト
ル
コ
人
を
ト
ル
コ
人
に
改
造
す
る
よ
り
簡
単
だ
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
世

俗
主
義
者
ケ
マ
ル
大
統
領
に
と

っ
て
も
、
新
し
い
ト
ル
コ
国
民
国
家
の
発
展
に

あ
た

っ
て
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
確
認
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
で
は
、
ケ
マ
ル
の
指
示
に
従

っ
て
イ
ス
メ

ッ
ト
＝
イ
ノ
ニ
ュ
は
、
英

・
仏

・
伊
に
対
し
て
、
外
国
か
ら
の
干
渉
も
な
く
、

外
国

へ
の
侵
略
の
意
図
も
な
い
、
民
族
と
し
て
の
ト
ル
コ
人
国
家
の
樹
立
を
願

っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

メ
フ
メ
ッ
ト
六
世
は
退
位
し
、
ス
ル
タ
ン
制
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
政
教
分
離

主
義
者
の
ケ
マ
ル
も
ム
ス
リ
ム
の
支
持
を
得
る
為
に
、
伝
説
で
あ

っ
た
カ
リ
フ

の
座
は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
大
国
民
会
議
は
、
逃
亡
し
た
最
後
の
ス

ル
タ
ン
に
か
わ

っ
て
従
兄
の
ア
ブ
デ
ュ
ル
メ
ジ
ト
ニ
世
を
カ
リ
フ
に
選
出
し

た
。
バ
グ
ダ
ー
ド
や
イ
ラ
ク
の
よ
う
な
か

っ
て
の
帝
国
地
方
州
の
全
て
で
、
カ

リ
フ
＝
ア
ブ
デ
ュ
ル
メ
ジ
ト
ニ
世
の
名
が
毎
回
の
金
曜
礼
拝
で
崇
め
ら
れ
た
。

の
み
な
ら
ず
諸
外
国
の
ム
ス
リ
ム
は
帝
国
主
義
列
強
の
植
民
地
支
配
下
に
お
い

て
、
自
治
と
独
立
を
求
め
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
し
ま
う
。

特
に
イ
ン
ド
で
は
ム
ス
リ
ム
連
盟
と
イ
ン
ド
＝
ウ
ラ
マ
ー
協
会
が
対
立
を
克
服

す
る
た
め
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
宣
言
が
出
さ
れ
る
。　
一
九
二
四
年
ケ
マ
ル
大
統
領
は

外
国
勢
力
が
国
内
問
題
に
介
入
す
る
機
会
を
廃
す
る
こ
と
を
名
目
に
、
カ
リ
フ

制
を
も
廃
し
、
ト
ル
コ
共
和
国
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
決
別
し
た
。

七
、
お
わ
り
に

Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
は
、
テ
ロ
と
抑
圧
を
繰
り
返
し
て
い
る
ク
ル
ド
人
問
題
だ
け

で
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
ア
ル
メ
ニ
ア
虐
殺
を
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。
な
お
か
つ
ソ
連
崩
壊
後
、
か
つ
て
の
帝
国
に
沿
う
よ
う
に
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
を
要
に
地
中
海

・
エ
ー
ゲ
海

・
黒
海
に
広
域
経
済
圏
が
形
成
さ
れ
て

き
て
お
り
、
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
欧
州
と
ア
ジ
ア
と
い
う
区
分
を
再
考
す
る

材
料
を
与
え
て
く
れ
る
。

ま
た
肉
体
的
形
質
が
多
様
で
あ
り
且
つ
ユ
ー
ラ
シ
ア

一
帯
に
拡
散
居
住
す
る

ト
ル
コ
語
族
と
、
時
代
と
社
会
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
ト
ル
コ
民
族
は
、
国

家

・
民
族
と
い
う
リ
ヴ
ア
イ
ア
サ
ン
を
考
え
る
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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